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【フォト】第69回 ふるさと夏まつり



ふるさと
　 夏まつり
　ふるさと夏まつりが8月14日（木）に役
場特設会場で開かれ、約800人が来場しま
した。当日の様子を写真でご紹介します！

　ふるさと夏まつりが8月14日（木）に役
場特設会場で開かれ、約800人が来場しま
した。当日の様子を写真でご紹介します！

第69回 第69回 

緑の妖精やまちゃん緑の妖精やまちゃん
レモンの中からお札が！？子どもたち大興奮！レモンの中からお札が！？子どもたち大興奮！

THE　MARBLESTHE　MARBLES
楽しい歌声で会場を盛り上げました楽しい歌声で会場を盛り上げました

KIRIGAMISTKIRIGAMIST千千
ちち

陽陽
あきあき

華麗な切り紙パフォーマンスを披露華麗な切り紙パフォーマンスを披露

広尾陣屋太鼓保存会広尾陣屋太鼓保存会
力強い演奏を響かせる力強い演奏を響かせる

十勝港ソー乱舞十勝港ソー乱舞
大迫力の演舞で会場中を虜に大迫力の演舞で会場中を虜に

屋台も大賑わいでした♪屋台も大賑わいでした♪仮装盆踊り大会仮装盆踊り大会
優勝目指して踊りまくる！優勝目指して踊りまくる！
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町長と話そう！

ふれあいミーティング
団体・グループの活動の場へ町長がおじゃまします

　「町民の参加と協働によるまちづくり」を推

進するため、町長と町民の皆さんが直接懇談

する『町政懇談会』を毎年実施しています。

　

　今年度も、町内会や各種団体からの希望に

応じて、町長が皆さんの活動の場などに出向

いてお話をさせていただく形で開催します。

なお、開催期間は10 月から12 月までの３か月

間とします。

　

　参加する町民の皆さんと町長が、まちづく

りや地域の課題などについて意見交換を行

い、今後の町政運営に反映させていきます。

開催日 実施団体 参加人数

10/18（金） 広尾町森林組合 7人

11/6（水） 野塚老人クラブ明老会 12人

11/12（火） 並木高砂会 10人

12/10（火） 紋別老人クラブ 15人

12/20（金）
ボランティアグループ
たんぽぽの会

10人

12/26（木）
広尾町農業協同組合
（JAひろお）

9人

実施団体 ６団体　・　参加者数 63人

昨年の実施状況

　町内会や事業所、産業、福祉、

ボランティア、文化、スポーツな

ど町内各種団体・サークルの単位

でお申し込みください。（参加人数

5人以上の団体に限ります）

申し込みができる人は？

　開催場所は各団体が活動してい

る施設（場所）としますが、希望

があれば役場の会議室をご用意す

ることもできます。

開催場所は？

　原則として開催希望日の３週間

前までに、下記担当までご連絡を

いただき、日程・会場等の調整を

行います。

申し込み方法は？

≪お問い合わせ・お申込み≫

企画課 企画防災係
ＴＥＬ　２－０１８４
ＦＡＸ　２－４９３３
Ｅメール
 k-kikaku@town.hiroo.lg.jp
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おお問問いい合合わわせせ：：  企企画画課課  企企画画防防災災係係（（℡℡２２－－００１１８８４４））

対象町内会・事業所の避難先は
次次ののペペーージジををごご確確認認くくだだささいい。。

令和７年度 広尾町

地震発生(震源：十勝沖 M８．８、震度６強）

９時３０分頃

９時３３分

➡シェイクアウト訓練開始
（身の安全を守る行動をとってください）

緊急地震速報

大津波警報発表、避難指示発令
避難訓練開始

１０時１０分 避難訓練終了
(ご参加いただいた方に防災食を配布します）

午前午前99時時3030分〜分〜

シェイクアウト訓練（※）開始 ※その場で安全確保の行動をとる訓練
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１． シェイクアウト訓練とは？（全町民・事業所対象）

音調津、桜、山フンベ、中広尾、上浜、入舟町、９丁目（一部）の各町内会
十勝港地区、中広尾地区の事業所及び従業員

＜＜訓練対象地区＞＞

地 区 緊 急 避 難 場 所

上 浜 旧広尾保育所グラウンド

入舟町・9丁目 老人福祉センター駐車場

十勝港
事業所

漁港区 旧広尾保育所グラウンド

南ふ頭
第２ふ頭

第２ふ頭避難階段空き地

老人福祉センター駐車場

第３ふ頭
第４ふ頭

十勝港展望台

＜対象地区の緊急避難場所＞

・複数の避難場所が指定されている場合は、より近い場所へ避難してください。
・事業所（中広尾地区を除く）も含め原原則則徒徒歩歩（（※※））で避難してください。
※歩行が困難な高齢者・障がい者、それらを介護する方は、車での避難を可とします。

大津波警報発表後、対象地域の住民と港湾事業所等に避難指示を発令します。
○防災無線が流れますので、指定の緊急避難場所に急いで避難してください。
○複数回、大津波警報と避難指示の防災無線を放送しますので、皆さんのご
理解とご協力をお願いします。

9時33分頃
避難訓練開始

10時10分頃 避難訓練終了 大大津津波波警警報報とと避避難難指指示示  解解除除
（（防防災災無無線線がが流流れれまますす））

地 区 緊 急 避 難 場 所

音 調 津
道道音調津陣屋線駐車帯付近

音調津避難施設前（スキー場跡地）

桜

美 幌 美幌地区高台（防災保管庫前）

フンベ フンベ地区高台（防災保管庫前）

山フンベ 山フンベ集会所

中広尾
中広尾地区事業所

役場車両センター

午午前前９９時時3300分分頃頃に防災行政無線で放送される「「緊緊急急地地震震速速報報」」を合図に、自分の身を守る
以下の「３つの安全行動」を開始してください。

２． 住民避難訓練（対象地区のみ）

※令和４年度に緊急避難場所を大幅に見直しました。
今一度、ご自身の避難先をご確認ください。

※�机の下などに入り、
低い姿勢を

※�腕や手荷物などで
頭を守る

※�揺れが収まるまで
待つ（1分くらい）
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広尾町の魅力あるまちづくりへの応援として、全国の皆様からご寄附をいただきました

令和６年度　ふるさと納税実績報告

　子ども農山漁村交流から始めるまち・ひ
とづくり事業に活用しました。
　本事業は地方と都市部の交流を目的とし
て2015年度から実施しています。
　東京都の小学生が音調津、野塚、豊似、
市街地でホームステイを行い、受け入れ家
庭に用意していただいた漁業や農業体験な
どを通じて交流を深めました。

・道路環境整備委託
・浅海域試験効果調査事業補助金
・さけ・ます増殖振興事業補助金
・サンタランド事業
・十勝港まつり協賛会負担金
・介護人材育成事業
・身障ひとり親医療特別対策事業
・妊産婦通院費等助成

・不妊治療費等助成
・外国語指導業務委託
・広尾高校生徒遠距離通学費助成金
・広尾高校生徒下宿等費助成金
・小・中学校管理備品購入事業
・中高一貫教育連絡協議会交付金
・北方圏交流振興会交付金
・ウニ増殖対策事業補助金　　ほか

子ども農山漁村交流から始めるまち・ひとづくり事業

その他下記の取り組みに寄附金が役立ちました

皆様からいただいた寄附金は、一度各基金へと積み立て、基金か
ら事業に活用しています。
令和６年度は、基金の一部を下記の事業に活用しました。

ふるさと納税
寄附金の使い途

令和６年度寄附実績
2,793件

52,051,000円
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広尾町からお届けした返礼品

などなど、ほかにも魅力のある返礼品が数多く出品されています。
引き続き、協力事業者の皆様と連携して、広尾町の特産品ＰＲを行っていきます。

広尾町内の事業所から数多くの返礼品が出品され、全国にお届けしています。
その中でも人気のあった返礼品をいくつかご紹介します。

皆様もぜひご購入の上、広尾の産品を楽しんでみてはいかがですか？

◆シーフードミックス５� （広尾産業流通振興公社）
◆カマンベールチーズ６個� （広尾産業流通振興公社）
◆ニューヨークチーズケーキ�（広尾産業流通振興公社）
◆エゾバフンウニ� （浜弐水産）
◆八角の一夜干し９尾セット� （鏑木水産）
◆大トロイワシ Sサイズ10尾� （池下産業）
◆生乾ししゃも� （岡嶋水産）
◆オオズワイガニの甲羅盛り� （宿院水産）
◆放牧牛のしぼりたてミルクアイス� （菊地ファーム）
◆鮭とばセット� （山本水産）
◆さかいのジンギスカン２種� （さかい精肉店）

　役場水産商工観光課ふるさと納税推進係では、寄附に対する返礼品を充実させるため、
町内事業所からの出品を募集しています。
　出品の際の気になることや分からないことは下記まで気軽にご相談ください。

水産商工観光課 ふるさと納税推進係
℡01558-2-0177

広尾町では魅力的な返礼品をたくさんご用意しています。
町外にお住まいのご家族、ご親戚、ご友人がおりましたら、ぜひ広尾町へのふるさ
と納税をご検討いただくようお声掛けください。

ふるさと納税制度を活かして町を活性化させよう！
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ごみの資源化にご協力くださいごみの資源化にご協力ください
　そのまま捨てると「ただのごみ」として処分されますが、きちんと分別す
ることで資源ごみは工場で再生され、新たな原料としてよみがえります。貴
重な資源をリサイクルするために正しくごみを分別しましょう。

【お問い合わせ】住民課 環境生活係　℡２－０１７１

コレって何ごみ？？
・お菓子の袋や箱などに入っている乾燥剤→燃えないごみ
・要冷蔵のお菓子などに入れる保冷剤→燃えないごみ
・うちわ→柄の部分がプラスチック製のものは燃やせないごみ
　　　　　柄の部分が竹や木製のものは燃えるごみ
・ＣＤやＤＶＤなどが入っていたケース→燃やせないごみ
・カットバン、絆創膏→燃えるごみ

分ければ資源に！
ごみを正しく分別して出すと、資源としてリサイクルす
ることができます。
分別せずに「燃えるごみ」や「燃やせないごみ」に出すと、
すべてが燃やされてしまったり、埋められてしまいます。
埋立処分場には限りがあります。
分別してごみを資源にすることは、ご
みの減量だけでなく、処分場の長寿命
化にも繋がります。

空きびん
【捨て方】
１．フタを外しましょう。
２．�水ですすぎ、中をきれい
にしましょう。

※�怪我をする場合があります
ので、外しにくい調味料などのフタは無理
に取らないでください。
※�フタは素材に応じて「燃えないごみ」また
は「プラスチック製容器包装（資源ごみ）」
として出しましょう。

ペットボトル
【捨て方】
１．フタとラベルを外しましょう。
２．水ですすぎ、中をきれいにしましょう。
※�フタとラベルは「プラスチック製容器包装
（資源ごみ）」として出しましょう。

プラスチック製容器包装
【捨て方】
１．�「プラ」マークが付いていることを確認しましょう。
２．汚れを落としましょう。
※�汚れたままだとリサイクルできません。必ず洗って捨
ててください。
※�液体スープやレトルトカレーの袋など、洗いにくい物
は「燃やせないごみ」として出しましょう。
※�「燃やせないごみ」との区別に迷ったときは、製品と
して買った物か、製品が入っていた容器包装なのかを
確認しましょう。例えばシャンプーなどが入っていた
プラ製容器は資源ごみですが、シャンプーを入れるた
めに購入した容器は燃やせないごみになります。

アルミ缶・スチール缶
【捨て方】
１．水ですすぎ、中をきれいにしましょう。
※�スプレーなどのガス缶は、「燃えないごみ」
となりますので、混ぜな
いでください。
※�缶詰のフタは「燃えない
ごみ」として出しましょう。

洗えば資源に！
汚れたままのごみは、資源になりません。
せっかく分別していても、汚れていると資源
にならず、燃えるごみや燃やせないごみとし
て処分されてしまいます。
「洗う」ひと手間が、ごみの減量や資源化に
つながります。
特に、お弁当の容器やペットボトルが汚れた
まま捨てられて困って
います。これらは、「洗
う」ことで「資源ごみ」
になります。
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

魚霊祭

施設合同夏まつり

無縁仏供養祭
（町社協・仏教会共催）

日本マーキング（株）に感謝状

豊漁と安全を願って

盆 踊 り を 満 喫

訳あって眠る霊の冥福を

線クッキリの駐車場に

広尾漁業協同組合（亀田元教組合長）による魚霊祭が漁協
市場で行われました。広尾町仏教会（伊藤了会長）の読経
のなか、参列者が焼香を行いました。亀田組合長は「海水
温の上昇で漁獲量が大幅減となり、非常に厳しい状況。組
合員や関係者の英知を結集して乗り切りたい」とあいさつ。
祭典後、灯籠船を海に流し豊漁や安全航海を祈願しました。

老人ホーム・特別養護老人ホーム・なごみの合同夏祭りが
老人ホーム駐車場で行われました。入所者や職員、ボラン
ティアグループの方などが祭振会の太鼓に合わせて盆踊り
に参加。また、商工会青年部や女性部などが屋台を出店。
入所者約100人のほか、家族や職員らは、焼きそばやフラ
イドポテトなどの食事とともに夏の風物詩を楽しみました。

広尾町で亡くなられ、事情により無縁仏となった90体の
供養祭が行われました。会場の光音寺（西２条８丁目）に
は、町、町議会、漁協、農協等が参列、冥福をお祈りして
焼香しました。田中町長は、参列者を代表し「広尾との縁
があった人々であり、社協さん仏教会さんのご尽力で共に
供養でき、ありがたい」とあいさつしました。

日本マーキング株式会社（札幌市、中谷一成代表取締役）に、
田中町長から感謝状が贈呈されました。同社は７月に地域
貢献として、大丸山森林公園とコミュニティグリーンパー
クの駐車場で、駐車区画線の塗替えを行ってくださいまし
た。同社は「業務で御縁が出来た地元に、少しでも役立つ
恩返しができれば」と話しました。

灯籠船を見送る参列者灯籠船を見送る参列者

盆踊りを楽しむ皆さん盆踊りを楽しむ皆さん

広尾町仏教会の全寺院が集まり読経広尾町仏教会の全寺院が集まり読経

左から田中町長、中谷代表取締役、生駒一人工事部次長左から田中町長、中谷代表取締役、生駒一人工事部次長

8/7

8/8

8/7

8/18
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

ＣＲＳ北海道（株）へ
地域貢献感謝状

ＮＧＯから備蓄用おにぎり寄贈

新施設の快適増進に災害の備えに役立てて

本町のＣＲＳ北海道株式会社（長平美香取締役社長）に町
の感謝状が贈呈されました。同社は、新たな特別養護老人
ホームつつじ苑の１ユニットと浴室などに、光触媒コーティ
ングをしてくださいました。光を受けると除菌・消臭・防
汚効果が長く続く触媒とのことです。同社は「入所者、職
員の皆さんの健康・快適のために」と話しました。

国連ＮＧＯから、災害対策用おにぎりが500袋贈られまし
た。１袋２個入（計200ｇ）の「天使のお結び」は九州で
開発され、５年常温保存でき、加熱不要。ＮＧＯのＪＡＣ
Ｅ　ＮＧＯｓ（ジェイス エヌジーオーズ）東京第二支部
から、上席研究員の平井久美子氏らが来町。同氏は、水事
情の悪い海外での実績なども紹介し「非常の際はご活用を」
と話しました。

左から田中町長、長平社長、佐藤まり子同社取締役左から田中町長、長平社長、佐藤まり子同社取締役左から田中町長、平井上席研究員左から田中町長、平井上席研究員

8/188/21

農山漁村ホームステイ

広尾町の暮らし・まるごと体験

東京都荒川区立尾久西小学校の５年生66人が、８月26日から28日の２泊３日でホームステイを行いました。子どもたちは、

広尾町の漁家や農家など17家庭に分かれ、漁家ではコンブ切りや干す作業などに挑戦。農家では搾乳なども行い、乗馬

や五右衛門風呂に入るなど、自然豊かな広尾町ならではの体験をしました。また、広尾小学校・豊似小学校の５年生とフ

ロアーリングで交流し、親睦を深めました。退村式では、受入家庭との別れを惜しんで涙を流す子も。短い期間で、強く

思い出に残る貴重な３日間を過ごしました。お忙しい中、ご協力いただいた受入家庭の皆さん、ありがとうございました。

受入家庭との別れを惜しむ子どもたち受入家庭との別れを惜しむ子どもたち コンブを干す体験に大満足！コンブを干す体験に大満足！

8/26
〜28
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

豊似小卒業生ご厚志から

広尾高校オープンスクール

さけます神社秋季祭典

町長杯争奪町民パークゴルフ大会

校庭にターザンロープ！

広尾高校すごく良いよ！

秋サケ豊漁を祈願

目 指 す は 優 勝！

豊似小学校に新遊具「ターザンロープ」がお目見えしまし
た。卒業生の磯野圭子さん（東京都）から「豊似小のため
に」と贈られた寄附を活用させていただいたもの。校内で
アンケートを行い、最も児童の希望に沿う、と選んだのが
ターザンロープ（長さ15ｍ、高さ3.2ｍ）です。児童たち
は全員で感謝を伝え、早速駆け寄って遊びました。

広尾高校（田村郁夫校長）でオープンスクールが開かれま
した。前半説明会では、小規模校ならではの手厚い指導、
和やかな学びやすさ、大健闘の進路実績を紹介。海外派遣
や行事の充実感、多彩な支援策の利点など、広尾高校に進
学する沢山のメリットが語られました。来校した中学生の
１人は「魅力が多く、楽しそう」と話しました。

広尾漁業協同組合（亀田元教組合長）主催、さけます神社
秋季祭典が十勝神社で行われました。町議会・広尾警察署・
広尾海上保安署等も含む関係者32人が、玉串を捧げ豊漁
と安全操業を祈願。亀田組合長は「秋サケ漁は本道漁業の
優等生だった。今季の来遊予想も厳しい中、良い意味で覆
し、大漁を祈りたい」とあいさつしました。

広尾町町内会連合会（秋月直志会長）主催「第23回町長
杯争奪町民パークゴルフ大会」が開かれました。15町内
会から55人が出場し、競技を楽しみながら交流を深めま
した。来賓の田中町長も参加し、団体の部は栄町町内会、
個人男子の部は我妻群司さん、個人女子の部は横山きよさ
んが優勝。ホールインワン賞は６人でした。

「風の流れる感じがいい」と楽しそう「風の流れる感じがいい」と楽しそう

後半は、授業や部活動の体験も（写真：理科の授業）後半は、授業や部活動の体験も（写真：理科の授業）

厳粛に祈る参列者厳粛に祈る参列者

トロフィーを受け取った優勝者たちトロフィーを受け取った優勝者たち

8/26

8/30

8/27

8/31
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

東日本冨士新道路（株）に感謝状大丸山に新展望台完成

まつり開催協力に御礼日高山脈を広く見渡せる

東日本冨士新道路株式会社（帯広市、萩原久司代表取締役）
へ、十勝港まつり・十勝港海上花火大会で交通警備をして
いただいた活動に、及川副町長から感謝状が贈呈されまし
た。この活動は平成20年から継続されています。萩原代
表取締役は「安全対策に少しでも貢献できれば、とお手伝
いしています。今後も続けます」と話しました。

昨年の日高山脈襟裳十勝国立公園指定を受け、大丸山山頂
に新しい展望台を整備しました。日高山脈の南部（十勝岳、
楽古岳、広尾岳、美幌岳など）をワイドに見渡せます。既
存の展望台（第１・第２）は、町の東側：十勝港や太平洋、
広尾市街地などが眺めの中心でした。新展望台は木製で、
幅5.4ｍ、奥行き3.6ｍ、高さ２ｍです。

左から及川副町長、萩原代表取締役、川畑課長左から及川副町長、萩原代表取締役、川畑課長二次元コードの案内プレートも設置予定です二次元コードの案内プレートも設置予定です

9/29/5

第33回ニュースポーツフェスティバルひろお

暑さに負けずスポーツに取り組もう！

広尾町スポーツ推進指導員協議会主催フロアーリング競技

及びビーチボールバレー大会が青少年研修センターで開催

されました。第１日目フロアーリング大会は男子３チーム、

女子５チーム45人、ビーチボールバレー大会は、第２日

目男子５チーム24人、第３日目女子３チーム12人、３日

間で81人が参加しました。第１日目のフロアーリング大

会は昨年より参加者が増加、どの試合も熱戦が繰り広げら

れました。参加者は暑さの中、たくさんいい汗を流し、スポー

ツを楽しみました。� （文、写真：町民通信員　堀田　希） 標的めがけてリングを投げる選手標的めがけてリングを投げる選手

9/1
〜3
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
国
保
病
院
職
員　
募
集

○�

職
種
・
募
集
人
数
・
給
料
・
応
募
資
格

※
次
の
金
額
は
最
低
賃
金
額
で
す
。

　
経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

（
正
規
職
員
）

・
薬
剤
師　
１
人

　
月
額
：
２
４
４
，
４
０
０
円
～

　
資
格
：
薬
剤
師
免
許
の
有
資
格
者

・
看
護
師
・
准
看
護
師　
若
干
名

　
月
額
（
看
護
師
）：

�

２
４
９
，
４
０
０
円
～

　
月
額
（
准
看
護
師
）：

�

２
０
７
，
７
０
０
円
～

※�

別
途
夜
勤
手
当
等
各
種
手
当
あ
り

　
資
格
：�

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免

許
の
有
資
格
者

・
訪
問
看
護
師　
１
人

　
月
額
（
看
護
師
）：

�

２
４
９
，
４
０
０
円
～

　
月
額
（
准
看
護
師
）：

�

２
０
７
，
７
０
０
円
～

　
資
格
：�

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免

許
の
有
資
格
者

　
　
　
　

�

普
通
自
動
車
免
許
（
A
T

限
定
可
）

・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士　
１
人

　
月
額
：
２
２
７
，
４
０
０
円
～

　
資
格
：�

理
学
療
法
士
ま
た
は
作
業
療

法
士
の
有
資
格
者

・
医
療
事
務
職
員　
１
人

　
月
額
：
１
８
２
，
３
０
０
円
～

　
資
格
：
１
年
以
上
の
実
務
経
験
者

募
集

（
臨
時
職
員
）

・
看
護
助
手
（
病
棟
業
務
）　
２
人

　
月
額
：
１
９
４
，
２
０
０
円
～

　
※�

経
歴
、
資
格
（
介
護
福
祉
士
）
の

有
無
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

　
※
別
途
、
夜
勤
手
当
等
あ
り

　
資
格
：
60
歳
未
満
の
健
康
な
方

○
雇
用
期
間　

　
11
月
１
日
～

○
応
募
方
法

　

�

履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）、
職
務
経

歴
書
に
各
免
許
証
を
添
え
、
国
保
病

院
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
試
験
方
法　

　
面
接
（
全
員
）

　
適
性
検
査（
薬
剤
師
・
医
療
事
務
職
員
）

○
試
験
日
時
・
場
所

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
国
保
病
院
総
務
係

　
　
（
℡
２・
３
１
１
１
）

会
計
年
度
任
用
職
員　
募
集

　
町
で
は
、
次
の
と
お
り
会
計
年
度
任

用
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
保
育
園
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
会
計

年
度
任
用
職
員
）

○
保
育
士　
１
人

　
月
額
：
１
９
５
，
８
０
０
円
～

・
応
募
資
格　

　

�

保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
免

許
を
お
持
ち
の
方

・
勤
務
場
所　
ひ
ろ
お
保
育
園

○
代
替
保
育
士
（
午
後
勤
務
）　

２
人

　
時
間
給
：
１
，
１
９
０
円

・
勤
務
時
間

　
午
後
１
時
～
６
時
の
間

・
応
募
資
格

　

�

保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
免

許
を
お
持
ち
の
方

・
勤
務
場
所　
ひ
ろ
お
保
育
園

○
代
替
保
育
補
助
員　
１
人

　
時
間
給
：
1
，
070


円

・
応
募
資
格

　
保
育
業
務
に
意
欲
の
あ
る
方

・
勤
務
場
所　
ひ
ろ
お
保
育
園

○
看
護
師
・
准
看
護
師　

２
人

　
看
護
師

　
時
間
給
：
１
，
７
５
５
円

　
准
看
護
師

　
時
間
給
：
１
，
３
８
１
円

・
応
募
資
格

　
看
護
師
等
免
許
を
お
持
ち
の
方

・
勤
務
場
所　
ひ
ろ
お
保
育
園

○
代
替
支
援
補
助
員　
１
人

　
時
間
給
：
1
，
070


円

・
応
募
資
格

　

�

児
童
支
援
補
助
業
務
に
意
欲
の
あ
る

方
・
勤
務
場
所　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

○
雇
用
期
間

　
12
月
１
日
～
（
更
新
あ
り
）

○
応
募
方
法

　
�

履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）
を
児
童
係

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
選
考
方
法　
面
接
試
験

○
面
接
日
時

　
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知
し
ま
す
。

問　
児
童
係
（
℡
２・
０
１
７
２
）

自
衛
官
募
集

　
自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
各
種
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募集種目 応募資格 受付期間 試　験　日

一般曹候補生
18歳以上33歳未満の方

11月21日（金）まで １次：11月30日（日）または12月１日（月）
２次：１月11日（日）または12日（月）

自衛官候補生 11月10日（月）まで 11月15日（土）

高等工科
学校生徒

推薦 15歳以上17歳未満の男子
※平成21年４月２日から
　平成23年４月１日までの
　間に生まれた方

11月28日（金）まで １月10日（土）から12日（月）のうち１日
※試験会場：札幌市内

一般 １月15日（木）まで
１次：１月24日（土）
２次：２月15日（日）
※試験会場：帯広市内

13 広報ひろお　2025年（令和７年）10月号



このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
問　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

　
　
（
帯
広
市
西
５
南
14
）

　
　
（
℡
０
１
５
５・
２
３・
８
７
１
８
）

▼�

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

�https://w
w
w
.m
od.go.jp/

pco/obihiro/

心
身
障
害
児
（
者
）
へ
の

通
園
通
院
交
通
費
助
成

（
第
２
回
目
）

　
心
身
障
害
児
（
者
）
が
道
内
の
施
設
、

医
療
機
関
へ
療
育
訓
練
や
治
療
の
た
め

に
通
園
通
院
し
た
場
合
、
交
通
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　
10
月
は
令
和
７
年
度
２
回
目
の
申
請

期
限
で
す
。
期
限
内
で
一
括
し
て
申
請

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
各
期
限
内

で
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
助
成
対
象

①�

療
育
訓
練
の
た
め
の
通
園
（
南
十
勝

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

②�

腎
臓
機
能
障
害
に
よ
る
人
工
透
析
等

の
た
め
の
通
院

③�

指
定
難
病
・
特
定
疾
患
等
の
治
療
の

た
め
の
通
院

※�

い
ず
れ
も
対
象
施
設
等
ま
で
片
道
８

㎞
以
上
の
場
合
に
限
り
ま
す
。

〇
対
象
期
間

　
令
和
７
年
４
月
１
日
～

　
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

お
知
ら
せ

〇
申
請
期
限

・
２
回
目　

　
10
月
10
日
（
金
）

・
３
回
目

　
令
和
８
年
１
月
13
日
（
火
）

・
４
回
目

　
令
和
８
年
４
月
６
日
（
月
）

○�

詳
し
く
は
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

問　
福
祉
係
・
子
ど
も
福
祉
係

　
　
（
℡
２・
０
１
７
２
）

公
営
住
宅
空
室
状
況

　
公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
最
新
の
空
室
状
況
は
、
町
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
錦
町
団
地　
　
　
　
　
６
戸

・
こ
ぶ
し
が
丘
団
地　
　
10
戸

・
新
北
樺
団
地　
　
　
　
６
戸

・
栄
町
団
地　
　
　
　
　
13
戸

・
紅
葉
団
地　
　
　
　
　
９
戸

・
音
調
津
団
地　
　
　
　
１
戸

・
新
野
塚
団
地　
　
　
　
１
戸

・
野
塚
団
地　
　
　
　
　

２
戸

・
豊
似
団
地　
　
　
　
　

２
戸

・
栄
町
共
同
住
宅　
　
　
３
戸

・
新
北
樺
特
公
賃
住
宅　
６
戸

�

（
令
和
７
年
８
月
末
現
在
）

問　
建
築
公
住
係
（
℡
２・
０
１
７
８
）

秋
の
全
道
火
災
予
防
運
動

　
秋
の
全
道
火
災
予
防
運
動
が
10
月
15

日
（
水
）
か
ら
31
日
（
金
）
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
防
火
意

識
を
高
め
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

焼
死
事
故
の
撲
滅
及
び
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
町
内
を
防
火
パ
ト
ロ
ー

ル
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
火
災
予
防
運
動
に
あ
わ
せ
て
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
す
べ
て
の

住
宅
に
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
お
り
、

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
場
合
は
速
や
か

に
設
置
が
必
要
で
す
。

　
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
警
報
器
は
、

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
半
年
に
１
回

は
点
検
と
お
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
設
置
か
ら
10
年
以
上
経
過
し

た
場
合
は
本
体
ご
と
交
換
を
し
て
く
だ

さ
い
。

〇�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

情
報
は
こ
ち
ら

　
　
　
　
　

問　
広
尾
消
防
署
予
防
係

　
　
（
℡
２・
２
７
３
０
）

消
防
職
団
員
合
同
防
火
訪
問

　
日
ご
と
に
朝
夕
の
寒
さ
が
身
に
染
み

る
季
節
と
な
り
、
各
家
庭
で
も
暖
房
器

具
を
使
用
す
る
機
会
も
増
え
る
こ
と
か

ら
、
住
宅
火
災
の
発
生
防
止
と
被
害
の

軽
減
を
目
的
と
し
、10
月
19
日（
日
）に
、

消
防
職
員
と
消
防
団
員
に
よ
る
一
般
家

庭
の
防
火
訪
問
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、雨
天
の
場
合
は
10
月
26
日（
日
）

に
順
延
と
な
り
ま
す
。

　
防
火
訪
問
を
実
施
す
る
地
域
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
広
尾
地
区
（
午
前
９
時
半
か
ら
）

　

�

11
丁
目
（
本
通
、
東
西
１
～
３
条
）、

12
丁
目
（
本
通
、
東
１
～
３
条
）、

13
丁
目
（
本
通
、
東
１
条
）、
東
１

条
14
丁
目
、
並
木
通
東
西
１
丁
目
、

丸
山
通
北
１
～
４
丁
目
、
丸
山
通
南

１
～
６
丁
目
、
茂
寄
、
紅
葉
通

〇
野
塚
地
区
（
午
後
１
時
か
ら
）

　
野
塚
市
街
地

〇
豊
似
地
区
（
午
後
１
時
か
ら
）

　
豊
似
市
街
地

〇
音
調
津
地
区
（
午
前
８
時
か
ら
）

　
音
調
津
市
街
地
、
美
幌
地
区

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問　
広
尾
消
防
署
予
防
係

　
　
（
℡
２・
２
７
３
０
）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
古
く
な
っ
た
消
火
器
を
回
収
し
ま
す

　
広
尾
消
防
署
で
は
、
北
海
道
消
防
設

備
協
会
帯
広
支
部
の
協
力
の
も
と
、
家

庭
や
事
業
所
な
ど
で
古
く
な
っ
た
消
火

器
を
回
収
し
ま
す
。

　
メ
ー
カ
ー
が
推
奨
す
る
使
用
期
限
は
、

製
造
か
ら
10
年
（
住
宅
用
消
火
器
は
５

年
）
で
す
。

　
古
く
な
っ
た
消
火
器
は
、
そ
の
ま
ま

放
置
し
て
い
る
と
、
事
故
に
つ
な
が
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
消
火

器
を
確
認
し
、
計
画
的
な
交
換
を
お
願

い
し
ま
す
。

〇
日
時

　
10
月
25
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
12
時
ま
で

〇
場
所　

　
広
尾
消
防
署

〇
料
金

　
１
本
あ
た
り
１
，
０
０
０
円
～

　

�

２
，
０
０
０
円
（
消
火
器
の
型
式
に

よ
っ
て
金
額
が
変
わ
り
ま
す
）

〇
そ
の
他

　

�

ス
プ
レ
ー
式
消
火
器
な
ど
一
部
回
収

で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

問　
広
尾
消
防
署
予
防
係

　
　
（
℡
２・
２
７
３
０
）

令
和
７
年
国
勢
調
査

回
答
は
お
済
み
で
す
か
？

　
令
和
７
年
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
、
５
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、
調
査
員
が
調
査
票
を

配
布
し
て
い
ま
す
の
で
10
月
8
日
（
水
）

ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
ま

た
は
郵
送
や
調
査
員
へ
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
回
答
は
、
24
時
間
い
つ
で
も
回
答
が

可
能
で
、
調
査
員
の
再
訪
問
が
な
く
、

郵
送
の
手
間
が
不
要
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
回
答
の
支
援
に
つ
い
て

　

�「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
し
た
い
け
ど
、

操
作
が
わ
か
ら
な
い
」「
ネ
ッ
ト
環

境
が
な
い
」「
回
答
方
法
が
わ
か
ら

な
い
」
と
い
う
方
に
向
け
て
、
職
員

が
補
助
し
な
が
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
回
答
で
き
る
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
10
月
３
日
（
金
）
ま
で

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
場
所　
役
場
ふ
れ
あ
い
の
係

②
10
月
４
日
（
土
）

　
午
前
９
時
～
11
時

　
場
所　
広
北
児
童
館

③
10
月
４
日
（
土
）

　
午
後
１
時
半
～
３
時

　
場
所　
集
い
の
杜

　
　
　
　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

※�

回
答
に
は
配
布
さ
れ
た
調
査
書
類
が

必
ず
必
要
で
す
。
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
調
査
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　
国
勢
調
査
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー

　
０
５
７
０・
０
２・５
９
０
１

　
受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

　
設
置
期
間　
11
月
７
日
（
金
）
ま
で

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
℡
２・
０
１
８
４
）

映
画
「
北
の
流
氷
」（
仮
題
）

製
作
中
止
の
お
知
ら
せ

　
こ
の
度
、
浦
河
町
、
様
似
町
、
え
り

も
町
、
広
尾
町
の
４
町
で
、
か
ね
て
よ

り
製
作
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
映
画
「
北
の
流
氷
」（
仮
題
）

に
つ
き
ま
し
て
、
製
作
を
中
止
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
本
作
品
を
楽
し
み
に
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
た
皆
様
、
ま
た
、
ご
協

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
皆
様
、
そ

し
て
関
係
者
の
皆
様
に
、
こ
の
よ
う
な

ご
報
告
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

問　
商
工
観
光
係
（
℡
２・
０
１
７
７
）

「
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」

燃
え
る
ご
み
の
収
集

　
10
月
13
日
（
月
）
は
【
ス
ポ
ー
ツ
の

日
】
で
祝
日
で
す
。

　
役
場
な
ど
は
休
業
で
す
が
、
月
曜
日

に
「
燃
え
る
ご
み
」
を
収
集
し
て
い
る

区
域
だ
け
、「
燃
え
る
ご
み
」
を
収
集

し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
日
は
南
十
勝
環
境
衛
生

セ
ン
タ
ー
へ
の
“
ご
み
の
持
ち
込
み
”

は
で
き
ま
せ
ん
。

○
収
集
日
（
祝
日
の
月
曜
日
）

　
10
月
13
日
（
ス
ポ
ー
ツ
の
日
）

○
収
集
区
域

※
「
燃
え
る
ご
み
」
の
み
の
収
集
で
す
。

問　
環
境
生
活
係
（
℡
２・
０
１
７
１
）

該当町内会

音調津、桜、山フンベ、
中広尾、新生、野塚市街、
野塚、豊似市街、
紋別、東豊似

上浜、入舟町、会所、
防人、緑町、朝日、
５丁目、６丁目
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

10
月
は
里
親
月
間
で
す

　
里
親
制
度
は
、
様
々
な
理
由
に
よ
り

家
庭
で
暮
ら
せ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
を
、

家
族
の
一
員
と
し
て
家
庭
に
迎
え
入
れ
、

あ
た
た
か
い
愛
情
を
も
っ
て
育
て
て
い

く
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
制
度
で
す
。

　
里
親
に
な
っ
た
ら
、
受
け
入
れ
で
き

る
子
ど
も
の
希
望
を
確
認
し
ま
す
の
で
、

「
幼
児
の
み
」「
１
年
程
度
」
と
い
う
場

合
で
も
登
録
が
可
能
で
す（
広
尾
町
に
は
、

里
親
登
録
者
が
い
ま
せ
ん
）。
地
域
の

子
ど
も
の
た
め
に
何
か
協
力
し
た
い
思

い
の
あ
る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

里
親
制
度
や
具
体
的
な
こ
と
な
ど
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
里
親
の
要
件

　

�

子
ど
も
へ
の
愛
情
が
あ
り
、
経
済
的

に
困
窮
し
て
い
な
い
、
人
柄
に
問
題

の
な
い
、
所
定
の
研
修
を
受
講
し
た

方
〇
対
象
の
こ
ど
も

　

�

親
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
な

い
０
～
18
歳
未
満
の
子
ど
も

〇
養
育
期
間

　

�

数
日
・
数
ヶ
月
の
短
期
間
か
ら
自
立

す
る
ま
で
の
十
数
年
と
、
子
ど
も
の

状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

問　
北
海
道
帯
広
児
童
相
談
所

　
　
（
℡
０
１
５
５・
２
２・５
１
０
０
）

北
海
道
最
低
賃
金
改
定

　
北
海
道
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
（
会
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
、
学
生
等
を
含
む
）
及
び
そ
の

使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃

金
が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
最
低
賃
金
額

　
時
間
額
１
，
０
７
５
円

○
効
力
発
生
年
月
日

　
令
和
７
年
10
月
４
日

問　
北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部

　
　
賃
金
室
最
低
賃
金
係

　
　
（
℡
０
１
１・７
０
９・
２
３
１
１
）

訪
問
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
自
立
し
た
生
活
の
継
続
を
目
的
と
し
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な

い
高
齢
者
宅
な
ど
に
定
期
訪
問
し
、
見

守
り
や
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　

�

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
で
訪
問
な
ど
の
結
果
、
利
用
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
方

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

②�

65
歳
未
満
の
一
人
暮
ら
し
の
障
が
い

者
③�

そ
の
他
、
定
期
的
な
訪
問
が
必
要
な

方
○
内
容

　

�

社
会
福
祉
協
議
会
の
ケ
ア
推
進
員
が

定
期
的
な
家
庭
訪
問
を
行
い
、
健
康

状
態
や
生
活
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
お
困
り
ご

と
の
相
談
も
受
け
ま
す
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・
３
３
７
０
）

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
血
液
は
、
人
工
的
に
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ず
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
輸
血
に
必
要
な
血
液
を
十
分
に
確
保

し
て
お
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
献
血
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
日
時

　
10
月
15
日
（
水
）

○
場
所
・
時
間

・
広
尾
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
午
前
９
時
45
分
～
10
時
15
分

・
広
尾
警
察
署

　
午
前
11
時
～
11
時
45
分

・
広
尾
町
役
場

　
午
後
１
時
15
分
～
３
時

・
広
尾
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
午
後
３
時
半
～
４
時

※�

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
事
前
に
予
約
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

問　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・５
１
２
２
）

ラブラッド

女
性
の
た
め
の

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局
と
帯
広

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
毎
年
帯

広
市
と
の
共
催
で
「
女
性
の
た
め
の
人

権
な
ん
で
も
相
談
所
」
を
次
の
と
お
り

開
設
し
ま
す
。

　
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
11
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
半

　
※
最
終
受
付
：
午
後
３
時

○
場
所

　
と
か
ち
プ
ラ
ザ
３
階
３
０
４
号
室

　
（
帯
広
市
西
４
条
南
13
）

○
対
象
者

　
女
性
の
方
の
み

○
相
談
員

　

�

帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
所
属
の

人
権
擁
護
委
員

○
相
談
内
容

　

�

家
族
の
悩
み
、
職
場
の
悩
み
、
近
所

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
相
談

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

○
そ
の
他

・
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

・
相
談
は
無
料
で
す
。

・
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問　
帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
・

　
　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局

　
　
（
℡
０
１
５
５・
２
４・５
８
５
３
）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
個
別
的
労
使
紛
争
あ
っ
せ
ん
制
度

　
解
雇
や
賃
金
未
払
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
の
労
働
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
北
海
道
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
問

題
に
詳
し
い
経
験
豊
か
な
「
あ
っ
せ
ん

員
」
が
、
当
事
者
双
方
か
ら
お
話
を
う

か
が
い
、
問
題
点
を
整
理
し
た
上
で
助

言
等
を
行
い
、
歩
み
寄
り
に
よ
る
解
決

を
図
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
あ
っ
せ
ん
」
の
利
用
は
無
料
で
、

迅
速
な
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
「
北
海
道
労

働
委
員
会 

個
別
あ
っ
せ
ん
」
と
検
索

す
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
北
海
道
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　
調
整
課

　
　
（
℡
０
１
１・
２
０
４・５
６
６
７
）

ヒ
グ
マ
と
の
事
故
を

防
ぐ
た
め
に

○�

複
数
で
行
動
し
、
音
で
存
在
を
知
ら

せ
ま
し
ょ
う

　
野
山
に
は
１
人
で
入
ら
ず
複
数
で
行

動
し
、
ク
マ
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
持
ち
、

会
話
し
な
が
ら
人
の
存
在
を
知
ら
せ
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
万
が
一
、
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し

た
場
合
に
備
え
て
、
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー

も
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

○�

ヒ
グ
マ
出
没
情
報
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
　

�

薄
暗
い
と
き
の
行
動
は
避
け
、
野
山

に
入
る
前
に
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な

ど
で
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
等
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

○�

残
飯
や
生
ゴ
ミ
の
処
理
に
は
注
意
し

ま
し
ょ
う

　

�

ヒ
グ
マ
は
一
度
ゴ
ミ
の
味
を
覚
え
る

と
、
そ
れ
を
目
当
て
に
ゴ
ミ
捨
て
場

な
ど
に
繰
り
返
し
出
没
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ゴ
ミ
を
野
外
に
放
置
し

た
り
、
埋
め
た
り
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○�

フ
ン
や
足
跡
、
食
べ
た
跡
を
見
つ
け

た
ら
、
す
ぐ
に
引
き
返
し
ま
し
ょ
う

　

�

ヒ
グ
マ
の
フ
ン
や
足
跡
、
草
や
木
な

ど
が
食
い
ち
ぎ
ら
れ
た
跡
な
ど
を
見

つ
け
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
引
き
返
し

ま
し
ょ
う
。

○�
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う

　

�

万
が
一
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、

落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
逃

げ
た
り
、
騒
い
だ
り
、
慌
て
て
行
動

す
る
と
、
か
え
っ
て
ヒ
グ
マ
を
興
奮

さ
せ
、
襲
わ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
リ
ュ
ッ
ク
や
持
ち
物
は
回
収
せ

ず
、
ゆ
っ
く
り
と
静
か
に
立
ち
去
り

ま
し
ょ
う
。

問　
広
尾
警
察
署
（
℡
２・
０
１
１
０
）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
ヨ
ガ
参
加
者　
募
集

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
事
業
と
し
て

ヨ
ガ
を
実
施
し
ま
す
。

○
日
時

　
10
月
26
日
（
日
）　
午
前
10
時
～

○
会
場　
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者　
成
人

○
申
込
方
法

　

�

10
月
16
日
（
木
）
ま
で
に
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
社
会
教

育
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
は
教
育
委
員
会
窓
口
及
び
青

少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

�

ま
た
、
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も
お
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

※�

広
報
９
月
号
で
申
し
込
み
し
た
方
は
、

再
度
の
申
し
込
み
不
要
で
す
。

　
　
　
　
　

問　
社
会
教
育
係
（
℡
2・
0181



）

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

　
「
元
気
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
」「
疲

れ
て
い
る
よ
う
だ
」
…
。

　
身
近
な
人
の
様
子
が
い
つ
も
と
違
う

と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
講
座
は
、
悩
ん
で
い
る
人
に
ど

の
よ
う
に
声
を
か
け
た
ら
よ
い
の
か
を

募
集

学
ぶ
講
座
で
す
。

○
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は

　

�

悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
声
を
か

け
て
あ
げ
ら
れ
る
人
の
こ
と
で
す
。

特
別
な
資
格
や
経
験
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

〇
日
時

　
10
月
８
日
（
水
）

　
午
後
６
時
～
８
時

　
（
受
付　
午
後
５
時
半
～
）

○
会
場

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

○
申
込
方
法

　
�

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
電
話
ま
た
は

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　

問　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・５
１
２
２
）

か
た
つ
む
り
カ
フ
ェ

　
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
て
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
や
ご
家
族
が
集
ま
り

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご

せ
る
場
で
す
。

　
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

　
お
近
く
の
会
場
に
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○
日
時
・
場
所

・
10
月
２
日
（
木
）
午
前
10
時
半

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
10
月
９
日
（
木
）
午
前
10
時
半

　
豊
似
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

・
10
月
16
日
（
木
）
午
前
10
時
半

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・
３
３
７
０
）

の
び
の
び
サ
ロ
ン

　
心
が
つ
か
れ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い

る
方
が
誰
で
も
ホ
ッ
と
で
き
る
サ
ロ
ン

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
心
地
の
良
い
居
場
所
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
10
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
半
～
午
後
４
時

○
集
合
場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
内
容　

�

バ
ス
で
道
の
駅
お
と
ふ
け
な

ど
へ
行
き
ま
す
。

○
持
ち
物　

�

飲
み
物
、
雨
天
の
場
合
は

傘
な
ど
体
が
濡
れ
な
い
も

の

○
参
加
費　
１
，
０
０
０
円
程
度

○
申
込
締
切　
10
月
６
日
（
月
）

※�

今
回
の
参
加
は
事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

問　
福
祉
係
（
℡
２・
０
１
７
２
）

特
設
行
政
相
談
所　
開
設

　
本
町
の
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
行
政

相
談
所
を
、
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

　
行
政
相
談
は
、
国
の
省
庁
や
、
特
殊

法
人
・
行
政
法
人
な
ど
の
仕
事
に
つ
い

て
、
苦
情
や
意
見
・
要
望
等
の
相
談
を

お
受
け
す
る
も
の
で
す
。

　
無
料
で
相
談
で
き
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
開
設
日
時

　
10
月
21
日
（
火
）

　
午
前
９
時
半
～
11
時
半

○
場
所

　
コ
ミ
セ
ン
２
階　
第
２
会
議
室

○
行
政
相
談
委
員

　
村
野　
貴
典
さ
ん

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
℡
２・
０
１
８
４
）

生
活
・
仕
事
相
談
会

　
「
生
活
」
や
「
仕
事
」
の
こ
と
な
ど
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
相
談
会
に
は
事
前
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
10
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
３
時

○
場
所　
コ
ミ
セ
ン
第
１
会
議
室

問　
と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
０
１
５
５・
６
６・７
１
１
２
）

※�

「
と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
」

で
検
索
く
だ
さ
い
。
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
議
員
カ
フ
ェ

　
広
尾
町
議
会
議
員
会
で
は
「
よ
り
開

か
れ
た
議
会
」
を
目
指
す
視
点
か
ら
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
議
員
と
が
気
さ
く
に

お
話
が
で
き
る
機
会
を
作
り
、
日
常
の

様
々
な
こ
と
や
日
々
の
困
り
ご
と
な
ど

の
情
報
交
換
が
で
き
る
場
所
と
し
て
「
議

員
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
10
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
場
所　
ゆ
う
ゆ
う
ベ
ー
カ
リ
ー

　
　
　
　
（
公
園
通
南
４
―
10
―
１
）

※�

参
加
す
る
議
員
は
２
時
間
ご
と
に
交

代
し
ま
す
。

・
10
時
～
志
村
・
尾
矢
・
山
岸
・

　
　
　
　
大
庭
・
松
田

・
12
時
～
山
谷
・
渡
辺
・
萬
亀
山
・

　
　
　
　
雄
谷

・
14
時
～
堀
田
・
前
崎
・
浜
野
・

　
　
　
　
斎
藤

問　
議
員
会　
会
長　
松
田
健
司

　
　
（
℡
５・
２
０
９
５
）

町
民
か
わ
ら
版

着
付
け
の
集
い

　
一
緒
に
着
物
の
着
付
け
を
練
習
し
ま

せ
ん
か
？
着
物
の
扱
い
方
や
、
作
法
に

つ
い
て
も
学
べ
ま
す
。
着
物
の
貸
し
出

し
も
し
て
い
ま
す
。
見
学
の
み
も
可
能

で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
日
曜
日

　
　
　
　
午
後
６
時
半
～
８
時

　
※
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

○
会
場　
味
の
八
幸
（
西
１
条
６
丁
目
）

○
参
加
料　
５
０
０
円

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
着
付
け
の
集
い　
山
﨑

　
　
（
℡
２・
３
７
３
７
）

サ
ン
タ
バ
ァ
ド　
カ
フ
ェ

　
毎
月
第
３
日
曜
日
に
「
サ
ン
タ
バ
ァ

ド　
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

月
変
わ
り
の
「
ス
イ
ー
ツ
セ
ッ
ト
」

な
ど
を
用
意
し
て
い
る
ほ
か
、
虫
博
士
、

斎
藤
彦
馬
先
生
の
昆
虫
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

○
日
時　
10
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所

　
ゆ
う
ゆ
う
ベ
ー
カ
リ
ー
（
公
園
南
４
）

問　
広
尾
み
ん
カ
フ
ェ
実
行
部　
松
田

　
　
（
℡
０
９
０・８
２
７
３・３
８
０
３
）

広
尾
の
歴
史
を
学
ぶ
会

会
員
募
集

　
本
会
は
、
十
勝
最
古
に
建
立
さ
れ
た

神
社
の
あ
る
広
尾
町
の
郷
土
史
や
文
化

に
興
味
、
関
心
を
寄
せ
る
愛
好
者
の
集

団
で
す
。

　
広
尾
町
の
郷
土
史
、
文
化
に
興
味
を

お
持
ち
の
方
の
入
会
を
歓
迎
し
ま
す
。

○
活
動
内
容

・
例
会
で
会
員
間
の
情
報
交
流

　
（
2
か
月
に
1
回
）

・
外
部
講
師
に
よ
る
講
演
（
年
1
回
）

・
史
跡
等
の
見
学
会

　
（
10
月
ル
ベ
シ
ベ
ツ
山
道
踏
査
予
定
）

・�

郷
土
史
や
文
化
の
個
人
研
究
課
題
の

設
定
、
発
表

・
既
存
史
料
の
整
理
、
電
子
化
保
存

○
入
会
方
法

　

�

電
話
も
し
く
は
メ
ー
ル
で
［
申
込
年

月
日
、
氏
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
］　

　
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
【
申
し
込
み
先
】

　

h.chiba@
akse.jp

○
年
会
費

　
�

無
し
（
徴
収
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

は
要
協
議
）

問　
広
尾
の
歴
史
を
学
ぶ
会

　
　
副
会
長
兼
事
務
局
長

　
　
千
葉　
博
義

　
　
（
℡
090

・3242


・8473



）

広
尾
書
道
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
書
道
と
茶
道
の
講
座
」

　
鉛
筆
・
毛
筆
・
ペ
ン
字
・
日
常
の
か

な
文
字
の
書
き
方
、
そ
し
て
礼
儀
作
法

と
し
て
の
茶
道
の
た
し
な
み
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

○
日
時

　
10
月
1
日
・
8
日
・
15
日
（
水
）

　
午
前
9
時
～

○
場
所　

　
コ
ミ
セ
ン
和
室

〇
そ
の
他

・
受
講
料
：
無
料

・
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

・
申
込
は
当
日
ま
で
承
り
ま
す
。

　
（
飛
び
込
み
可
）

問　
広
尾
書
道
会　
代
表　
笹
川

　
　
（
℡
2・
3278



）
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広尾町国民健康保険病院からのお知らせ

〈お問い合わせ ☎2-3111〉
〒089-2622 公園通南4-1尾町国民健康保険病院

地方独立行政法人

 

対象者

・生後6カ月〜高校3年生
・65歳以上
・妊婦の方

・18歳以上〜65歳未満

広尾町から助成金
1,800円負担

自己負担800円

最終接種日接種費用

接種には必ず予約が必要です

1/30㊎
ワクチンがなくなり
次第終了

1回 　  2,600円

2-3154 もしくは 2-3113

● 予約受付時間

● 電話番号

午前 午後

WEB予約は

24時間受付中
こ
ち
ら

9時〜12時 13時〜17時

インターネット
先行予約開始

インフルエンザ
予防接種

9/29㊊
電話予約
開始

窓口予約
開始

10/1㊌ 10/6㊊
予約申込

・鼻から接種なので注射による痛みが
   ありません
・12歳以下でも1回の接種で済みます
・予防効果は1年間持続します

※免疫抑制剤を服用中の方など接種出来ない場合も御座いますのでご相談ください
1回 6,200円（町の助成 1,800円）

インフルエンザ経鼻ワクチン
フルミスト始めました

対象：2歳～18歳
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国保病院
外来日程（10月、11月）のお知らせ 問　国保病院（℡2－3111）

【消化器内科】
毎週水曜日の午後
※午前は検査を行っています。 林（健）医師

10月９日（木） 後藤医師
10月23日（木） 後藤医師
10月27日（月） 有馬医師

【耳鼻咽喉科】

11月６日（木） 後藤医師
11月10日（月） 有馬医師
11月20日（木） 後藤医師

隔週月曜日の午前
隔週木曜日の午後

10月２日（木） 赤津医師
10月16日（木） 赤津医師
10月30日（木） 赤津医師

【循環器内科】

11月６日（木） 赤津医師
11月20日（木） 赤津医師

毎週水曜日の午後 遠田医師

第１・第３・第５木曜日の午後

【脳神経外科】
毎週木曜の午前 佐土根医師
※11月20日（木）午前　佐土根医師休診

【肩関節専門外来】

11月13日（木） 木村医師
11月27日（木） 木村医師

10月９日（木） 木村医師
10月23日（木） 木村医師

第２・第４木曜日の午後

【外科】
毎週月曜、水曜、金曜の午前、火曜、木曜の午後 山口医師
※10月３日（金）午前、10月６日（月）午前、10月７日（火）午後　山口医師休診

【眼科】
毎週火曜日の午前（予約制） 藤田医師

子
ど
も
た
ち
の
自
覚
の
高
ま
り

　

２
学
期
も
、
各
学
校
で
は
、
地
域
を
知

る
学
習
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、
自

分
た
ち
が
住
む
町
に
対
す
る
新
た
な
思
い

が
深
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
思
い
は
、「
自
分
た
ち
の
町
が
、
こ

れ
か
ら
こ
ん
な
様
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
」、「
自

分
た
ち
は
、こ
ん
な
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
い
っ
た
町
に
対
す
る
、
将
来
の
地
域
の

担
い
手
と
し
て
の
考
え
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
地
域
の
こ
と
を
調
べ
て
分

か
っ
た
こ
と
を
も
と
に
、子
ど
も
の
視
線
か
ら
、

町
の
魅
力
や
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
の
Ｐ
Ｒ
、

町
を
元
気
に
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
み
ん
な
に

や
さ
し
い
町
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
な
ど
の
学
習

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
学
び
に
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
一
人
一
人
の
、
日
々
の
く
ら
し
へ
の
自
覚

の
高
ま
り
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

重
点
教
育
目
標
を
意
識
し
た
指
導

　

各
学
校
で
は
、
重
点
教
育
目
標
の
達
成

に
向
け
、
日
々
の
教
育
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
事
例
と
し
て

各
学
校
の
授
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
広
尾
中
学
校
３
年
生
の
数
学（
６
月
実
施
）

で
は
、「
平
方
根
」
の
学
習
で
、
定
義
を
も

と
に
計
算
問
題
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
生
徒
は
、

自
分
の
考
え
で
主
体
的
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

指
導
に
あ
た
る
先
生
は
、
生
徒
の
考
え
方

や
表
現
に
対
し
て
、
肯
定
的
な
助
言
に
努

め
て
い
ま
し
た
。重
点
教
育
目
標
に
あ
る「
前

向
き
に
」
が
よ
く
分
か
る
授
業
で
し
た
。

　

広
尾
小
学
校
６
年
生
の
国
語
（
７
月
実

施
）
で
は
、「
川
と
ノ
リ
オ
」
の
物
語
を
読

ん
で
、
叙
述
や
表
現
の
工
夫
を
考
え
ま
し
た
。

児
童
は
、
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
創
造
し

た
こ
と
を
ま
と
め
て
い
ま
し
た
。
先
生
は
、

活
動
の
様
子
を
見
取
り
な
が
ら
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
い
ま
し
た
。
重
点
教
育
目
標

に
あ
る
「
共
に
成
長
す
る
」
が
よ
く
分
か

る
授
業
で
し
た
。

　
豊
似
小
学
校
高
学
年
の
社
会（
７
月
実
施
）

で
は
、
５
年
生
が
「
水
産
業
が
盛
ん
な
地

域
」、
６
年
生
が
「
震
災
復
興
の
願
い
を
実

現
す
る
政
治
」
を
学
習
し
ま
し
た
。
児
童
は
、

資
料
を
も
と
に
調
べ
学
習
を
進
め
ま
し
た
。

先
生
は
、
資
料
の
内
容
を
大
事
に
考
え
る

こ
と
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。
重
点
教
育
目

標
に
あ
る
「
根
拠
を
持
っ
て
」
学
ぶ
こ
と

の
大
切
さ
が
よ
く
分
か
る
授
業
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
各
学
校
と
も
、
重
点
教

育
目
標
を
よ
く
意
識
し
た
指
導
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
広
尾
町
教
育
委
員
会

�

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
髙
橋
）

ＣＳの
　窓から
ＣＳの
　窓から

広尾町のＣＳ
（コミュニティ・スクール）の
取組について紹介します

10月28日（火） 山崎医師

【精神科】

11月11日（火） 布施医師
11月25日（火） 山崎医師

奇数月第２火曜日の午後
毎月第４火曜日の午後

【内科】
水曜の午後　休診
※11月19日（水）午前、11月21日（金）午前　荒井医師休診

第２・第４月曜日の午後
【整形外科】

10月６日（月） 小野寺医師
10月27日（月） 小野寺医師

11月10日（月） 小野寺医師

毎週火曜の午前 関口医師
毎週木曜の午前 清水医師

※10月は第２月曜日祝日のため、第１月曜日に変更。
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□�

高
齢
期
食
欲
不
振
に
な
り
や
す
い

主
な
理
由

○��

食
が
細
く
な
っ
て
も
「
歳
の
せ
い
」

と
あ
ま
り
気
に
し
な
い
。

○�

食
事
の
準
備
・
調
理
が
お
っ
く
う

に
な
っ
た
。

○�

「
か
む
力
」
や
「
飲
み
込
む
力
」

が
衰
え
た
。

○�

家
に
い
る
こ
と
が
多
く
、
体
を
動

か
す
こ
と
や
人
と
の
交
流
が
減
っ
た
。

○�

病
気
や
け
が
の
せ
い
で
安
静
に
し

て
い
る
。

○�

配
偶
者
や
知
人
と
の
死
別
な
ど
で
、

気
分
が
落
ち
込
む
こ
と
が
多
い
。

　
ご
自
身
や
ご
家
族
の
食
事
量
が
減
っ

た
時
、
理
由
を
考
え
、
で
き
る
こ
と

か
ら
改
善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　□�

特
に
大
切
・
た
ん
ぱ
く
質

〜
「
た
く
さ
ん
」
よ
り
も
「
ま
ん
べ

ん
な
く
」

　
ご
は
ん
と
漬
物
等
で
簡
単
に
済
ま

せ
た
り
、野
菜
や
魚
介
ば
か
り
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
肉
、
乳
製
品
、
油

脂
は
不
足
気
味
に
な
り
ま
す
。
意
識

し
て
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

□�

知
っ
て
い
ま
す
か
？
肥
満
と
隠
れ

栄
養
失
調

　
「
自
分
は
肥
満
だ
か
ら
栄
養
は
大

丈
夫
」
と
決
め
つ
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

血
液
検
査
で
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
が
低
い

（
３
．
８
／
㎗
以
下
）
方
は
、
体
重

が
あ
っ
て
も
栄
養
状
態
が
悪
く
、
筋

力
の
低
下
な
ど
で
身
体
の
機
能
が
低

下
し
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
肥
満
は
腰
痛
や
膝
関
節
痛

な
ど
、
関
節
疾
患
の
発
症
や
悪
化
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
適
正
体
重
を
保
ち
、
体
調
を
維
持

で
き
る
よ
う
望
ま
し
い
「
食
」
を
常

に
意
識
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・３
３
７
０
）

高
齢
期
の
栄
養　
〜
低
栄
養
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

407

　
国
民
年
金
に
は
、
出
産
前
後
期
間

の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る「
産

前
産
後
期
間
の
免
除
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

　
産
前
産
後
期
間
と
し
て
「
保
険
料

が
免
除
さ
れ
た
期
間
」
は
保
険
料
を

納
付
し
た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
届
出
を
行
う
期
間
に
つ
い
て
、
す

で
に
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付

猶
予
、
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ

て
い
る
場
合
で
も
、届
出
が
可
能
で
す
。

◇
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
期
間

・�

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間
の

保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

・�

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定

日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

３
か
月
前
か
ら
最
大
６
か
月
間
の

保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

・�

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
か
月
）

以
上
の
出
産
で
、
死
産
、
流
産
、

早
産
さ
れ
た
方
を
含
み
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
方

　

�

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
出

産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降

の
方

◇
届
出
時
期

　

�

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら
届

け
出
る
こ
と
が
で
き
、
出
産
後
に

届
け
出
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

◇
届
出
先

　
役
場
住
民
課
住
民
係

◇
必
要
書
類

・�
基
礎
年
金
番
号
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
わ
か
る
も
の

・�

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

・�

母
子
健
康
手
帳
（
出
産
前
に
届
出

す
る
場
合
）

・�

被
保
険
者
と
子
が
別
世
帯
の
場
合
は
、

出
生
証
明
書
な
ど
出
産
日
及
び
親

子
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

問　
帯
広
年
金
事
務
所

　
　
（
℡
０
１
５
５・25
・８
１
１
３
）

　
　
ま
た
は
住
民
課
住
民
係

　
　
（
℡
２・０
１
７
１
）

出
産
前
後
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
！
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町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
も
し

く
は
後
期
高
齢
者
の
方
で
、
令
和

７
年
度
中
に
特
定
健
診
を
受
け
た

方
全
員
に
、
町
指
定
燃
え
る
ゴ
ミ

袋
（
20
ℓ
／
10
枚　
５
０
０
円
相

当
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

対
象

　
健
診
受
診
時
、
広
尾
町
国
民
健

康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
加
入
中
の
方

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

（
①
と
②
の
ど
ち
ら
か
）

①
特
定
健
診
の
結
果
表　

②�

特
定
健
診
と
同
内
容
の
検
査
を

受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の

配
布
場
所　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
町
で
は
、
定
期
接
種
の
対
象
と

な
る
方
の
接
種
費
用
を
一
部
助
成

し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　
肺
炎
球
菌
は
、
主
に
気
道
の
分

泌
物
に
含
ま
れ
、
だ
液
な
ど
を
通

じ
て
飛
沫
感
染
し
ま
す
。

　

約
３
～
５
％
の
高
齢
者
で
は
、

鼻
や
喉
の
奥
に
菌
が
常
在
し
て
い

る
と
さ
れ
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
、

敗
血
症
な
ど
の
重
い
合
併
症
を
引

特
定
健
診
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業

65
歳
以
上
の
方
を
対
象

と
し
た
予
防
接
種

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
方

①
65
歳
の
方

②�

接
種
時
に
60
～
64
歳
で
、
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
や
免
疫
の
機
能

に
障
が
い
が
あ
る
方
（
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
程
度
）

助
成
金
額　
４
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
一
人
１
回
）

帯
状
疱
疹
予
防
接
種

　
帯
状
疱
疹
と
は
、過
去
に
水
痘（
水

ぼ
う
そ
う
）
に
か
か
っ
た
時
に
体

の
中
に
潜
伏
し
た
水
痘
帯
状
疱
疹

ウ
イ
ル
ス
が
再
活
性
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
神
経
に
沿
っ
て
体
の
左

右
ど
ち
ら
か
帯
状
に
、
痛
み
を
伴

う
水
ぶ
く
れ
が
出
現
す
る
病
気
で
す
。

　
高
齢
に
な
る
ほ
ど
、
皮
膚
の
症

状
が
治
っ
た
後
に
も
痛
み
が
残
る

合
併
症
（
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
）

が
起
こ
り
や
す
く
、
症
状
が
現
わ

れ
た
ら
速
や
か
に
治
療
を
開
始
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
方

①�

令
和
７
年
度
中
に
65
・
70
・

　

�

75
・
80
・
85
・
90
・
95
・

　
１
０
０
歳
に
な
る
方

※�

令
和
７
年
度
に
限
り
１
０
０
歳

以
上
の
方
は
全
員
対
象
と
な
り

ま
す
。

②�

接
種
時
に
60
～
64
歳
で
、
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
の
機
能
に
障
が
い
が
あ
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）

助
成
金
額

・
組
換
え
ワ
ク
チ
ン

　
１
回
１
０
，
０
０
０
円
×
２
回
分

・
生
ワ
ク
チ
ン

　
１
回
４
，
０
０
０
円

実
施
場
所

（
肺
炎
球
菌
・
帯
状
疱
疹
共
通
）

・
広
尾
町
国
民
健
康
保
険
病
院

・
ク
リ
ニ
ッ
ク
つ
つ
み

・
大
樹
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院

・
大
庭
医
院

・
森
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
赤
ち
ゃ
ん
が
ほ
し
い
け
れ
ど
も

な
か
な
か
授
か
ら
な
い
な
ど
、
治

療
や
費
用
助
成
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
様
々
な
お
悩
み
に
つ
い
て
は

各
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

不
妊
症
や
不
育
症
で
お

悩
み
の
方
へ

（今月の担当）栄養士　吉田　さゆり慢性腎臓病（CKD）を知っていますか？

腎臓とは

　慢性腎臓病（CKD）は、慢性に経過する全ての腎
臓病を指し、CKDの患者さんは成人５人に１人いる
と推計され、新たな国民病と言われています。

　腎臓は、血液をろ過して老廃物を尿として体外に
排出したり、体液の量や浸透圧・血圧の調整、ナトリ
ウム・カリウム濃度の調節、さらには血液を作るホル
モンを分泌する、骨を健康に保つといった多くの働
きがあります。まさに私たちの健康において、“肝腎
かなめ”の臓器です。

慢性腎臓病（CKD）を早く見つけるためには
　１年に１回は健康診断を受け、腎機能を確認する
ことが大切です。腎機能は、尿検査（尿中たん白
質）と血液検査（クレアチニン検査）でチェックする
ことができます。

慢性腎臓病（CKD）が進行するにつれ現れる症状
　CKDが進行すると、夜間尿・むくみ・貧血・倦怠
感・息切れなどの症状が現れてきます。放っておくと
進行して、透析療法や腎臓移植になる可能性があり
ます。

保健師から原稿様式 本文 10.5pt～ 
（最低フォントサイズ 9pt） 

 慢性腎臓病（CKD）を知っていますか？       今月の担当 栄養士 吉田 さゆり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

腎臓とは 

 

慢性腎臓病（CKD）は、慢性に経過する全ての腎

臓病を指し、CKD の患者さんは成人５人に１人い

ると推計され、新たな国民病と言われています。 

１年に１回は健康診断を受け、腎機能を確認する
ことが大切です。腎機能は、尿検査（尿中たん白質）
と血液検査（クレアチニン検査）でチェックするこ
とができます。 

腎臓は、血液をろ過して老廃物を尿として体外

に排出したり、体液の量や浸透圧・血圧の調整、

ナトリウム・カリウム濃度の調節、さらには血液

を作るホルモンを分泌する、骨を健康に保つとい

った多くの働きがあります。 まさに私たちの健

康において、“肝腎かなめ”の臓器です。 

慢性腎臓病（CKD）が進行するにつれ現れる症状 

 CKD が進行すると、夜間尿・むくみ・貧血・倦

怠感・息切れなどの症状が現れてきます。放って

おくと進行して、透析療法や腎臓移植になる可能

性があります。 

慢性腎臓病（CKD）を早く見つけるためには 

 

異常なし 要経過観察 要医療 【尿たん白はなぜ出る？】

（－） （＋） （2 ＋）以上

　血圧や血糖値、LDL、尿酸値が高い場合や

肥満などの血管を傷つける要因があると、腎

臓が傷つき尿たん白が持続的に出る一因と

なります。

異常なし 要経過観察 要医療 【eGFR】って？

6 0 以上
4 5 ～

　6 0 未満
4 5 未満

　元気に働く腎臓を1 0 0 ％とすると、自分の腎

臓は何％くらい働いているのかを推定するも

のです。 例）健診でeGFRが4 0 だった場合、

腎臓の働きは約4 0 ％ということになります。

尿たん白

eGFR

eGFR はクレアチニン値と年齢と性別から計
算できます。 

eGFR の計算はコチラから →→→
→ 
「腎臓の働きをしらべる eGFR の測定（KYOWA KIRIN

「知ろう。ふせごう。慢性腎不全」） 

eGFRはクレアチニン値と年齢と性別から
計算できます。

eGFRの計算はコチラから　→→→→
「腎臓の働きをしらべるeGFRの測定」（KYOWA 
KIRIN「知ろう。ふせごう。慢性腎不全」）

町ウェブサイト
はこちら

各種相談窓口に
ついてはこちら
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ほんのおしらせ-BOOK- 図書館℡2－2141

出発!!移動図書館バス

行
事
予
定

お
知
ら
せ

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
企
画

本
と
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

◇
場
所
：
児
童
福
祉
会
館　

２
階
大
ホ
ー
ル

◇
日
時
：
10
月
11
日
（
土
）
午
前
９
時
半
～
午
後
５
時

◇
内
容
：�

保
存
期
限
の
切
れ
た
雑
誌
や
図
書
館
で
登
録
し

な
か
っ
た
本
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

ど
ん
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

◇
期
間
：
10
月
28
日
（
火
）
～
11
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
読
書
週
間
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

◇
場
所
：
図
書
館

◇
対
象
：
幼
児
～
小
学
生

◇
内
容
：�

館
内
に
隠
れ
て
い
る
ど
ん
ぐ
り
を
全
て
見
つ
け

た
人
に
図
書
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
詳
し
く
は
図
書
館
ま
で
。

ア
イ
ヌ
文
化
・
こ
と
ば
の
紹
介
展

◇
期
間
：
①
10
月
17
日
（
金
）
～
10
月
31
日
（
金
）

　
　
　
　
②
11
月
１
日
（
土
）
～
11
月
16
日
（
日
）

◇
場
所
：
図
書
館

◇
内
容
：�

今
年
１
月
に
幕
別
町
で
行
わ
れ
た
ア
イ
ヌ
文
化

パ
ネ
ル
展
の
内
容
を
掲
示
し
ま
す
。

新刊図書

一
般
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
子
ど
も
の
病
気
と
は
じ
め
て
の
ホ
ー
ム
ケ
ア

�

築
紫　
悠

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
日
本
代
表
15
人
の
肖
像

�

世
界
文
化
社

文
学
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
帯
広
昭
和
革
命
１
９
５
２�

大
嶋　
賢
洋

◇
そ
れ
い
け
！
平
安
部�

宮
島　
未
奈

児
童
書
・
絵
本
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
ル
ル
と
ラ
ラ
の
ふ
わ
ふ
わ
オ
ム
レ
ッ
ト

�

あ
ん
び
る　
や
す
こ

◇
り
ょ
こ
う�

麻
生　
知
子

『
ラ
グ
ビ
ー
の
教
科
書
』

�
上
田　
泰
平　
監
修
／
実
業
之
日
本
社

こ
の
本
、い
か
が
で
し
ょ
う

　
力
強
い
プ
レ
ー
に
圧
倒

さ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
。
世
界

各
国
で
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。

　
本
書
は
専
門
用
語
や
攻

防
の
原
則
な
ど
が
イ
ラ
ス

ト
付
き
で
分
か
り
や
す
く

解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ラ
グ
ビ
ー
観
戦
が
楽
し

く
な
る
一
冊
で
す
。

　
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
フ
ォ
ト
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
仕
様
の
図
書
館
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
こ
ん
ぶ
っ
く
」
と
写

真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
由
に
着
れ
る
・
被
れ
る
衣
装

や
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
も
用
意
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
関
す

る
本
も
集
め
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

◇
期
間
：
９
月
30
日
（
火
）
～
10
月
31
日
（
金
）
ま
で
。

【
10
月
の
休
館
日
】
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日

※
毎
週
月
曜
日
・
祝
祭
日
は
休
館
日
で
す
。

10
月
14
日

（火）

11
月
25
日

（火）

老人ホームかもめ前 ９:50〜10:05

Ａコープサンタ村前 13:15〜13:30

野塚郵便局前 13:45〜14:00

10
月
17
日

（金）

11
月
28
日

（金）

丸山寿の家 10:50〜11:10

フクハラるる店前 11:15〜11:30

音調津郵便局前 13:45〜14:00
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俳
　
句

（
寄
木
吟
社
）

提ち
ょ
う
ち
ん灯

で
独ひ

と

り
迎む

か

え
し
盆ぼ

ん

の
夜よ

る�

蓮
月

大
た
い
び
ょ
う病

の
二ふ

た

つ
の
り
こ
え
盂う

ら

ぼ

ん

え

蘭
盆
会�

道
代

二に

の
腕う

で

に
忍し

の

び
寄よ

る
風か

ぜ

秋
め
け
り�

登
志
恵

生
き
る
と
は
道み

ち
く
さ草

も
あ
り
盆ぼ

ん

の
月つ

き�

伊
都
子

愚ぐ

ち痴
こ
ぼ
す
日に

つ

き記
の
上
に
稲

い
な
び
か
り光�

明
見

盆ぼ
ん

帰き

せ

い省
ご
め
ん
な
さ
い
と
墓は

か

じ
ま
い�

勝
正

緑
み
ど
り

濃こ

く
水み

ず

旨う
ま

き
国
原げ

ん

ば

く

き

爆
忌�

て
い
こ

　
短
　
歌

ぎ
り
ぎ
り
と
身
に
迫せ

ま

り
来く

る
暑
さ
に
も

　
　
　
　
　
　
　

耐
え
て
働
く
老
婆
の
姿

�

本ほ

ん

だ田　

道み

ち

こ子

広尾町地域おこし協力隊 隊員日記 Vol.113

広尾高校魅力向上コーディネーターの錦古里大河です！

進路探求推進講座を行いました！！
　広尾高校で、２日間計６時間にわたり進路探求推進講座を開催しました！
校外から講師をお招きし、生徒たちの進路の選択肢を広げる授業をコーディネー
トしました。
　初日は自己探求カードゲームを行い、その後グループに分かれてお互いに
長所盛り盛りのヒーローネームを付けあうというワークショップ。２日目は十
勝で活躍されているお三方に来ていただき、仕事観や大切にしていることに
ついてお話ししてもらいました。講座の中では「働く＝誰かを喜ばせること」
という言葉もあり、僕自身にも刺さる内容でした！２日とも暑さを感じながら
でしたが、ヒーローネームも面白いのがたくさん生まれていたし、講師の方の
話を真剣に聞いてくれました！将来の進路に向けて、いつもとは違った方向で
自分のやりたいことを見つけてくれていると嬉しいです！

農村活性化推進員の奥山浩之介です！

町内の酪農家さんの元での研修開始！
　協力隊として、１年４か月の間活動を続けてきた農場派遣事業を終了する
ことになりました。８月からは、１件の酪農家さんの元で研修を行っています。
　農場派遣事業では、本当に沢山の学びと人との繋がりを得ることが出来ま
した。やりたい経営形態や作業方法は自分の頭の中では固まってきていたの
ですが、再度考えさせられる良いきっかけになりました。この経験を、現在取
り組んでいる研修、そして新規就農に活かしていきたいと思います！
　農場派遣事業を受け入れて下さった酪農家の皆さん本当にありがとうござ
いました！
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広尾町子育て支援センター（℡2-2553）　〒089-2621　公園通北2丁目51番地2《ひろお保育園内》
車でお越しの方は、保育園の駐車場をご利用ください。駐車場内はお子さんの手を引き、車には十分気をつけてください。

月 火 水 木 金
１日　　０、１歳 ２日　　２～４歳 ３日　　全 年 齢

親子運動遊び
６日　　２～４歳 ７日　　全 年 齢 ８日　　全 年 齢 ９日　　０、１歳 10日　　全 年 齢

おでかけ遊び おでかけ遊び（予備日）
13日　　休　　所 14日　　２～４歳 15日　　全 年 齢 16日　　０、１歳 17日　　全 年 齢
スポーツの日 劇団講演会

20日　　全 年 齢 21日　　０、１歳 22日　　２～４歳 23日　　全 年 齢 24日　　全 年 齢
絵本大好き

27日　　全 年 齢 28日　　０　　歳 29日　　全 年 齢 30日　　１～４歳 31日　　全 年 齢
ミニ講話（保健師）

支援センターの利用時間
月～金ＡＭ９：30～11：30
火～木ＰＭ２：00～４：00
※土日祝日はお休みです。

親子運動遊び
日　　時　10月３日（金）
①１　　歳　９:45～10:05
②０　　歳　10:15～10:35
③２～４歳　10:45～11:20
場　　所　子育て支援センター
対象年齢　全年齢
申し込み　９月26日（金）
に終了していますが、参
加希望の方は支援センター
へ電話ください。

おでかけ遊び（バスで豊似保育所）
日　　時　10月７日（火）９:45 出発
集合場所　子育て支援センター　
対象年齢　�満２歳以上（それ以外の子はセ

ンターを利用できます）
持 ち 物　着替え、飲み物、タオル、帽子
申し込み　10月１日（水）～６日（月）
※�支援センターへ遊びに来た時か、電話で
申し込みください。
※�雨天時は支援センターで遊びます。７日
（火）が雨天の時は10日（金）に変更です。

劇団「風の子」公演会
日　　程　10月17日（金）
開演時間　10:00
場　　所　ひろお保育園ホール
（支援センター玄関から入ります）
対象年齢　全年齢　
演　　目　「みんなでぬくぬく」
札幌から劇団員の方たちが来ら
れて公演してくれます。ぜひお
越しください。

10　月　の　あ　そ　び

●
情
報
提
供
／
芽
室
町
魅
力
創
造
課
魅
力
創
造
係　
℡
０
１
５
５・６
２・９
７
３
６

友
好
都
市
通
信
◯153

　
広
尾
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　
芽
室
町
で
は
８
月
30
日
、
31
日
の
両

日
、
芽
室
南
公
園
運
動
広
場
で
第
38
回

発
祥
の
地
杯
全
国
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
は
、北
海
道
内
外
か
ら
48
チ
ー

ム
、
２
８
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
７
チ
ー
ム
は
中
国
や
香
港
・
台

湾
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
家
の
方
た
ち

が
芽
室
町
に
来
町
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
31
日
は
、
前
日
に
行
っ
た
予
選
リ
ー

グ
戦
の
順
位
別
に
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

が
行
わ
れ
、１
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は「
中

国
柳
家
班
ｃ
チ
ー
ム
」
が
優
勝
を
し
ま

し
た
。

　
中
国
・
香
港
・
台
湾
チ
ー
ム
の
方
々

か
ら
「
お
も
て
な
し
も
含
め
、
と
て
も

楽
し
い
大
会
で
あ
っ
た
。
次
回
以
降
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
お
言
葉
を

い
た
だ
き
次
回
大
会
も
盛
大
に
盛
り
上
が

り
そ
う
で
す
。
来
年
の
第
39
回
大
会
は
、

８
月
29
日
、
30
日
に
開
催
予
定
で
す
。
広

尾
町
の
皆
さ
ん
も
是
非
参
加
し
て
み
て
く

だ
さ
い
★

　（
芽
室
町
魅
力
創
造
課　
小
谷
）

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
で
は
芽
室
町
の
様
々

な
情
報
を
発
信
中
！

発
祥
の
地
杯
全
国
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

▲　始球式の様子

▲　優勝チーム【中国柳家班Ｃチーム】
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: コミュニティセンター　 : 健康管理センター　 : 子育て支援センター　 : 青少年会館
: 老人福祉センター　 : 広尾町国民健康保険病院　 : 町立図書館　 : 児童福祉会館
: 生活支援ハウスなごみ　 : 農村環境改善センター

Instagram
town_hiroo

LINE
@hiroo_town

広尾町公式SNS
ぜひ「フォロー」してください

年金相談（商工会館※要予約10:30）
放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 山縣医師）

親子運動遊び（ 年齢ごとに時間が異なります）

広尾中文化祭

総合型地域スポーツ事業「ヨガ（＋筋膜リリース）」（ 10:00）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

おでかけ遊び（ 満２歳以上対象９:45）
放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）

運転免許証更新時講習（ 違反10:00/ 優良13:00/ 一般13:45/ 初回15:00）
広尾町地震・津波避難訓練（町内一円９:30）
ゲートキーパー養成講座（ 18:00）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 荒井医師）

おでかけ遊び（予備日）（ 満２歳以上対象９:45）

本と雑誌のリサイクル市（ ９:30）
ノルディックウォーキング教室（大丸山森林公園９:00）

スポーツの日

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）

献血（ ９:45、広尾警察署11:00、 13:15、 15:30）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 藤田医師）

劇団公演会（ 全年齢対象10:00）
広尾町芸術鑑賞町民劇場「市岡元気先生のサイエンスライブ」
（ 18:30開場 /19:00開演）

おもいっきり楽しみ隊「サンタランドウッド工作体験」（場所未定10:00）

第21回ルート336花壇づくり（花壇撤去）（国道植樹帯８:00）

厚生連巡回ドック（ ７:30）
健康相談・すくすく相談（ 13:30）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
厚生連巡回ドック（ ７:00）

絵本大好き（ ２〜４歳対象10:30）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 山口医師）

広尾サンタランドツリー点灯式（大丸山森林公園）
豊似小学習発表会
土曜おはなし会（ 10:30）

総合型地域スポーツ事業「ヨガ（＋筋膜リリース）」（ 10:00）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）

ミニ講話（保健師）（ 全年齢対象11:00）
すまいる元気塾「音楽鑑賞」（ 10:00）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 山口医師）

広尾高体育祭

■発行 / 広尾町　令和7年10月1日　■編集 / 企画課ふれあいの係
〒089-2692　北海道広尾郡広尾町西4条7丁目　01558-2-2111

■広尾町公式ウェブサイト　https://www.town.hiroo.lg.jp/
■ FAX 01558-2-4933
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10月の予定

休日当番病院　国保病院
人の動き　（　）内は前月比
人　口　5,763人（−21人）
男　性　2,797人（−10人）
女　性　2,966人（−11人）
世帯数　3,105世帯（−８世帯）
内訳
自然増減　−16
 （出生０人・死亡16人）
社会増減　−５
 （転入等10人・転出等15人）
※外国人住民を含みます
 （８月31日現在）
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表紙の写真
８月14日にふるさと夏まつりが行われ
ました。時折雨が強く降ることもあり
ましたが、無事に開催することができ
ました。表紙の写真は、同日夜に行わ
れた仮装盆踊り大会の一場面を撮影し
たものです。こだわりの仮装に身を包
み踊る姿を捉えました。
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